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出
雲
そ
ば

一
度
食
べ
た
ら
忘
れ
ら
れ
な
い
絶
品
の
味
！

出
雲
そ
ば
は
、
日
本
三
大
そ
ば
の
一

つ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

特
徴
は
、
そ
ば
の
甘
皮
を
一
緒
に
挽

い
た
「
挽
き
ぐ
る
み
」
の
そ
ば
粉
を
使

う
点
で
、
色
は
黒
っ
ぽ
く
香
り
と
風
味

が
し
っ
か
り
し
て
い
て
、
か
み
し
め
る

ほ
ど
に
味
わ
い
が
楽
し
め
ま
す
。

出
雲
そ
ば
が
、
松
江
に
伝
わ
っ
た
の

は
江
戸
時
代
で
す
。
信
州
松
本
城
主

だ
っ
た
松
平
直
政
公
が
、
寛
永
十
五
年

（
一
六
三
八
年
）
に
移
封
（
国
替
え
）

さ
れ
た
際
に
、
そ
ば
職
人
を
伴
っ
て
い

た
こ
と
か
ら
、
信
州
の
そ
ば
が
出
雲
地

方
に
伝
わ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

出
雲
そ
ば
は
、
割
子
そ
ば
と
温
か
い

釜
揚
げ
そ
ば
の
独
特
の
食
べ
方
で
す
。

割
子
そ
ば
は
、
そ
ば
を
割
子
容
器
に

入
れ
、
三
段
重
ね
を
一
人
前
と
し
て
い

ま
す
。
こ
の
食
べ
方
は
、
松
江
藩
七
代

藩
主
松
平
不
昧
公
が
そ
ば
が
大
好
物
で
、

鷹
狩
り
に
出
る
際
、
そ
ば
弁
当
を
持
っ

て
い
っ
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

割
子
容
器
は
、

長
方
形
の
角
椀

か
ら
楕
円
、
そ

し
て
丸
椀
に
変

化
し
て
い
き
ま

し
た
。

釜
揚
げ
そ
ば

は
、
湯
が
い
た

そ
ば
を
水
洗
い

せ
ず
、
そ
ば
湯

と
一
緒
に
丼
に

盛
り
付
け
る
温

か
い
そ
ば
で
す
。

そ
こ
に
薬
味
と

割
子
そ
ば
に
使

う
つ
ゆ
を
か
け
、

好
み
の
味
に
す
る
食
べ
方
で
す
。
そ
ば

の
風
味
を
最
大
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
全
国
か
ら
神
々
が
集
ま
る
旧
暦

十
月
の
神
在
祭
り
の
際
、
神
社
の
参
道

の
屋
台
で
、
新
そ
ば
を
温
か
い
釜
揚
げ

そ
ば
で
人
々
に
ふ
る
ま
っ
た
と
さ
れ
、

江
戸
時
代
か
ら
今
に
伝
わ
る
文
化
で
す
。

割
子
そ
ば
は
松
江
が
発
祥
、
釜
揚
げ

そ
ば
は
出
雲
が
発
祥
と
い
っ
た
と
こ
ろ

で
し
ょ
う
か
。

令
和
四
年
に
出
雲
そ
ば
商
組
合
と
松

江
そ
ば
組
合
で
「
出
雲
そ
ば
の
日
記
念

日
登
録
実
行
委
員
会
（
現
：
出
雲
そ
ば

の
日
実
行
委
員
会
）
」
を
立
ち
上
げ
、

二
月
十
一
日
を
「
出
雲
そ
ば
の
日
」
と

し
て
日
本
記
念
日
協
会
に
登
録
し
ま
し

た
。
（
松
平
直
政
公
が
移
封
を
言
い
渡

さ
れ
た
日
）

今
後
、
「
出
雲
そ
ば
の

日
」
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
等
で
「
出
雲
そ

ば
は
旨
い
」
が
全
国
に
伝
わ
り
、
出
雲

そ
ば
に
よ
る
観
光
客
な
ど
交
流
人
口
や

そ
ば
が
消
費
拡
大
し
て
ほ
し
い
と
願
い

ま
す
。

出雲そば（割子そば）

〔
お
問
い
合
わ
せ
〕

出
雲
そ
ば
の
日
実
行
委
員
会
出
雲
事
務
局
長

そ
ば
処
・
喜
多
縁

岡

敏
和

（
平
成
二
十
三
年
度
～
平
成
二
十
四
年
度
島
根
県

大
阪
事
務
所
勤
務
（
出
雲
市
か
ら
の
派
遣
）
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
８
５
３
ー
３
１
ー
４
２
５
９

メ
ー
ル
：
ｋ
ｉ
ｔ
ａ
ｅ
ｎ
＠
ａ
ｔ
ｂ
ｂ
．
ｎ
ｅ
．
Ｊ
ｐ

出雲そば（釜揚げそば）



令
和
四
年
一
二
月
二
六
日
に
楽
天
グ
ル
ー
プ
の

農
業
法
人
で
あ
る
楽
天
農
業
株
式
会
社
は
島
根
県
、

県
西
部
の
九
市
町
（
浜
田
市
、
益
田
市
、
大
田
市
、

江
津
市
、
川
本
町
、
邑
南
町
、
美
郷
町
、
津
和
野

町
、
吉
賀
町
）
、
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
と
有
機
野
菜
の
産

地
づ
く
り
に
関
す
る
連
携
協
定
を
島
根
県
庁
で
締

結
し
ま
し
た
。

楽
天
農
業
は
、
愛
媛
県
大
洲
市
に
本
社
を
置
き
、

静
岡
、
広
島
、
山
口
県
に
あ
る
農
場
で
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
や
さ
つ
ま
い
も
を
生
産
し
、
本
社
の
２
野
菜

工
場
で
冷
凍
野
菜
や
カ
ッ
ト
サ
ラ
ダ
を
生
産
、
販

売
し
て
い
ま
す
。

中
山
間
地
域
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農

業
に
、
楽
天
農
業
の
社
員
と
し
て
携
わ
り
経
営
ノ

ウ
ハ
ウ
を
学
ば
せ
、
独
立
さ
せ
る
こ
と
を
地
元
の

自
治
体
や
関
連
団
体
、
農
業
者
と
協
力
し
て
ビ
ジ

ネ
ス
展
開
で
き
る
と
判
断
さ
れ
、
連
携
協
定
の
締

結
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

締
結
式
で
丸
山
知
事
は
、
「
有
機
農
業
に
取
り

組
む
人
材
の
育
成
、
販
売
・
物
流
体
制
の
整
備
に

向
け
た
取
組
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
は
、
担
い
手
の

増
加
や
産
地
の
拡
大
、
農
業
者
の
所
得
向
上
に
直

接
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
本
県
農
業
発
展
の
契

機
と
し
て
大
い
に
期
待
す
る
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。こ

の
連
携
協
定
に
よ
っ
て
、
楽
天
農
業
株
式
会

社
が
島
根
県
に
農
業
参
入
し
、
関
係
機
関
や
農
業

者
と
連
携
し
な
が
ら
①
有
機
農
業
農
の
人
材
育
成

②
生
産
技
術
の
確
立
と
普
及
③
耕
作
放
棄
地
の
解

消
④
生
産
物
の
販
売･

流
通
等
に
つ
い
て
具
体
的

な
取
組
を
進
め
、
島
根
県
で
の
有
機
野
菜
の
産
地

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
ず
は
、
令
和
五
年
産
か
ら
楽
天
農
業
が
浜
田

市
、
大
田
市
、
邑
南
町
に
参
入
し
、
耕
作
放
棄
地

も
含
め
て
約
三
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
開
墾
、
作
付
け

準
備
を
行
う
予
定
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

島
根
県

農
林
水
産
部

農
業
経
営
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
８
５
２
ー
２
２
ー
５
１
１
７

候補地の現地調査

～
楽
天
農
業
株
式
会
社
を
核
と
し
た
有
機
野
菜
の
産
地
づ
く
り
に
関
す
る
連
携
協
定
を

島
根
県
、
県
西
部
９
市
町
、
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
が
締
結
～

耕
作
放
棄
地
を
活
用
し
た
担
い
手
確
保
が
始
動
！

有機野菜の産地づくりに関する連携協定締結式

楽
天
農
業
の
遠

藤
社
長
は
、
単
に

需
要
の
見
込
ま
れ

る
有
機
農
産
物
の

生
産
拡
大
を
目
的

に
島
根
県
へ
の
参

入
を
決
め
た
わ
け

で
は
な
く
、
人
口

減
少
が
続
く



近
畿
斐
川
会
で
す

斐
川
町
出
身
の
方
が
集
ま
る
と
、
究
極
の

ズ
ー
ズ
ー
弁
が
飛
び
交
い
ま
す
。

ア
ダ
ー
ン
（
あ
ら
ま
ー
）

チ
ョ
ン
ボ
シ

(

ち
ょ
っ
と
）
エ
タ
シ
ナ
ー
ジ
ネ
（
具
合
が
悪

く
な
る
よ
）

わ
か
り
ま
す
か
？

本
当
に
日
本
の
言
葉
か
し
ら
？

故
郷
じ
ま
ん

わ
が
町
斐
川
町
は
日
本
一
面
積
の
広
い
村
か

ら
町
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

築
地
松
を
家
の
守
り
と
し
、
簸
川
平
野
の
中

心
で
、
米
つ
く
り
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、
シ
ク
ラ
メ

ン
が
き
れ
い
に
咲
き
誇
り
ま
す
。

宍
道
湖
を
横
に
、
縁
結
び
空
港
（
出
雲
空

港
）
、
山
陰
道
斐
川
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
、
そ

し
て
、
出
雲
村
田
製
作
所
、
島
根
富
士
通
、
加

え
て
、
歴
史
を
変
え
た
三
五
八
本
の
銅
剣
を
発

掘
し
た
荒
神
谷
遺
跡
を
揃
え
た
、
二
万
七
千
人

の
人
口
の
街
で
す
。

今
ま
で

コ
ロ
ナ
の
た
め
に
三
年
間
は
休
憩
で
し
た
。

悔
し
い
で
す
！

あ
る
年
、
オ
ー
ル
ド
ボ
ー
イ
、
オ
ー
ル
ド

ガ
ー
ル
が
校
歌
合
唱
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

斐
川
町
に
は
、
六
の
小
学
校
と
二
の
中
学
校

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
卒
業
校
の
校
歌
を

思
い
出
し
な
が
ら
一
生
懸
命
に
歌
い
、
あ
る
中

学
校
の
卒
業
生
の
方
が
『
私
は
合
唱
団
に
い
た

か
ら
』
と
、
指
揮
棒
を
振
り
回
し
、
見
事
最
優

秀
賞
を
得
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
斐
川

会
の
総
会
は
全
員
参
加
で
一
体
と
な
り
盛
り
上

が
り
ま
す
。

〔
お
問
い
合
わ
せ
〕

近
畿
斐
川
会

事
務
局
長

狩
野

利
昭

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
８
０
ー
４
７
０
ー
０
５
８
２

大
阪
府
豊
能
郡
豊
能
町
光
風
台

総会記念

こ
ん
に
ち
は

近
畿
斐
川
会

で
す
。

近
畿
地
方
で
活
動
さ
れ
る
市
町
村
人
会
の
ご
紹
介
で
す
。

第
三
十
二
回
は
、
「
近
畿
斐
川
会
」
の
ご
紹
介
で
す
。

近畿斐川会
会長 持田 滋

斐川町

令
和
五
年
の
総
会

は
、
先
般
役
員
の
皆

様
の
【
熱
き
心
】
を

も
っ
て
、
来
る
九
月

二
十
日
（
水
）
ア
ー

ク
ホ
テ
ル
心
斎
橋
に

集
結
し
ま
し
ょ
う
と

決
定
い
た
し
ま
し
た
。

・
・
・
・
と
・

こ
こ
ま
で
書
い
て

い
た
筆
者
は
出
雲
の

銘
酒
を
片
手
に
《
白

河
夜
船
》

大
勢
の
参
加
者
が

集
う
斐
川
会
総
会
を

夢

見

し
て
ま
し

た
。

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら

関
西
に

住
ん
で
い

る
人
は
、

こ
の
街
を

『
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
シ

テ
ィ
ー
』

と
呼
ぶ
人

も
い
ま
す
。



【
空
楽
フ
ェ
ス
タ
】

就
航
地
で
あ
る
出
雲
市
、
益
田
市
、
隠
岐

の
島
か
ら
も
参
加
し
、
飲
食
や
物
販
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
県
ブ
ー
ス
で
は
お
楽
し
み
企

画
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

（
日
時
）
五
月
十
三
日
（
土
）

十
時
～
十
六
時

（
場
所
）
大
阪
国
際
空
港
（
伊
丹
空
港
）
内

南
タ
ー
ミ
ナ
ル
四
階
屋
上
展
望
デ
ッ
キ

【
中
四
国
９
県
観
光
物
産
展
】

島
根
県
で
は
、
海
の
幸
や
山
の
幸
な
ど
を

販
売
し
ま
す
。
是
非
、
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
。

（
日
時
）
五
月
二
〇
日
（
土
）
・
二
一
日
（
日
）

十
時
～
十
八
時

（
場
所
）
ら
ら
ぽ
ー
と
堺
（
堺
市
美
原
区
）

【
神
戸
ま
つ
り
】

四
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
る
「
神
戸
ま
つ

り
」
。
島
根
県
で
は
、
お
ま
つ
り
広
場
や

お
っ
！
サ
ン
商
店
街
で
島
根
県
の
お
い
し
い

も
の
を
販
売
し
ま
す
。
是
非
、
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。

（
日
時
）
五
月
二
八
日
（
日
）

十
時
～
十
六
時
三
十
分

（
場
所
）
Ｊ
Ｒ
三
ノ
宮
か
ら
元
町
界
隈

※

詳
細
は
、
大
阪
事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

永
岡
事
務
局
長
の
後
任
と

し
て
赴
任
し
ま
し
た
河
野

(

江
津
市
出
身)

と
申
し
ま
す
。

今
ま
で
、
産
業
振
興
・

企
業
誘
致
な
ど
に
携
わ
っ
て

き
ま
し
た
が
、
大
阪
で
の
勤
務
は
初
め
て
で
あ

り
戸
惑
い
も
あ
り
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

さ
て
、
社
会
・
経
済
も
コ
ロ
ナ
渦
前
に
戻
り

つ
つ
あ
り
、
島
根
県
の
観
光
名
所
な
ど
も
徐
々

に
活
気
を
取
り
戻
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

県
人
会
の
皆
様
方
へ
は
、
今
後
、
新
し
い
島

根
の
情
報
な
ど
を
し
っ
か
り
と
発
信
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
家
族
や
ご

友
人
な
ど
に
島
根
の
情
報
を
ご
共
有
い
た
だ
き
、

島
根
へ
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

引
き
続
き
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
近
畿
島
根
県
人
会

会
員
募
集
】

お
知
り
合
い
の
方
で
当
県
人
会
に
ご
興
味
あ

る
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
事
務
局
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
活
動
内
容
や
入
会
方
法
等
を
ご

説
明
い
た
し
ま
す
。※

市
町
村
人
会
の
方
で
、
県

人
会
未
加
入
の
方
へ
、
ぜ
ひ
お
声
が
け
願
い
ま
す
。

【
近
畿
島
根
県
人
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ご
案
内
】

近
畿
島
根
県
人
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

近
畿
島
根
県
人
会
の
紹
介
、
活
動
報
告
、

市
町
村
人
会
・
県
人
会
、
お
知
ら

せ
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
、
縁
結
び
美

味
し
ま
ね
認
証
店
等
を
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。

※

ぜ
ひ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
異
動
の
連
絡
】

住
所
・
連
絡
先
・
勤
務
先
等
に
変
更
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
、
近
畿
島
根
県
人
会
「
会
報
」

巻
末
の
『
異
動
通
知
連
絡
票
』
を
ご
提
出
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
記
載
事
項
に
誤
り
等
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

各
種
イ
ベ
ン
ト
に
多
数
ご
来
場
い
た
だ
き

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

島
根
県
大
阪
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト
開
催
情
報

近
畿
島
根
県
人
会
事
務
局

か
ら
の
お
知
ら
せ

近畿島根県人会
ホームページ
QRコード

発行所 近畿島根県人会
大阪市北区西天満３－１３－１８ 島根ビル２F TEL：０６－６３６４－３６０５ FAX：０６－６３６４－３８５４

新
事
務
局
長
か
ら
の
ご
挨
拶

イ
ベ
ン
ト
開
催
報
告

隠岐周吉神楽
豊中市 アクア文化ホール
令和5年2月26日(日)

OAPプラザさくらまつり島根県ブース
大阪市 桜ノ宮大川沿い
令和5年3月24日(金)･25日(土)

3月31日(金)･4月1 日(土)


